
今月の主な内容
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Ｐ2　6月28日（金）、12時開局！『ＦＭＩＳみらいずステーション』
Ｐ4　6月は土砂災害防止月間
Ｐ6　6月4日～10日は歯と口の健康週間

　

Ｐ7　75歳以上の皆さん！！肺炎球菌予防接種が
　　　半額で受けられます！
Ｐ13　市然発見♪

変わらない景色　
　　変わらない想い



周波数は
ＦＭ87.2ＭＨｚ

　　

　
開
局
当
初
の
３
日
間（
６
月
２８
日
（
金
）

〜
３０
日（
日
））は
、開
局
特
別
番
組
を
放
送

予
定
で
す
。

　
こ
の
３
日
間
は
、な
ん
と
誰
で
も
Ｆ
Ｍ
Ｉ

Ｓ
に
出
演
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
！
お
子

さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、ま
た
伊
豆

市
以
外
の
人
で
も
Ｏ

Ｋ
！「
出
演
し
て
み

た
い
！
」
と
い
う
人

は
、お
気
軽
に
直
接
ス
タ
ジ
オ
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
開
局
特
別
番
組
は
、９
時
〜
１８
時
ま
で
の

放
送
と
な
り
ま
す（
２8
日
は
12
時
〜
）。

　
な
お
、通
常
放
送
は
７
月
１
日（
月
）か
ら

で
、７
時
〜
２１
時
ま
で
で
す
。

※

５
月
２９
日（
水
）に
、総
務
省
東
海
通
信
局
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送
の
予
備
免
許
が
交
付
さ
れ
、今
後
、試
験

電
波
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。試
験
放
送
の
結
果
に
よ

っ
て
は
、開
局
日
が
７
月
に
ず
れ
込
む
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
、正
確
な
開
局
日
は
、Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
新
聞
告
知
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
伊
豆
市
は
広
域
な
上
、山
や
谷
が
多
く
、１

つ
の
ア
ン
テ
ナ
で
は
市
内
を
カ
バ
ー
す
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、旧
４
町
に
１
つ
ず
つ
、合

計
４
つ
の
送
信
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
受
信
感
度
が
悪
い
場
合
の
た
め

に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
の
聴
取
が
で
き
る
よ

う
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。よ
り
ク
リ
ア
な

音
質
で
の
聴
取
が
可
能
な
上
、市
外
へ
お
出

掛
け
の
場
合
や
、市
外
に
住
ん
で
い
る
人
も
、

Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
聞
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

６
月
２８
日（
金
）１２
時
開
局
！

出
演
し
た
い
人
は
ス
タ
ジ
オ
へ
Ｇ
Ｏ
！

修善
寺駅

12

TSUTAYA

修善寺南
小学校

静岡銀行

グルメシティ認定こども園
あゆのさと

狩　野　川

修善寺橋

国道136号
至大仁

至中伊豆・伊東

至
修
善
寺
温
泉

〜
伊
豆
市
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
。目
指
す
は
、市
民
全
員
出
演
！
〜

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎（
７４
）３
０
６
６

ぴーす！モーニング

金のみらいず

みらいず

びーんず
～マメな情報発信します～

nap
（Ｎａｔｕｒａｌ　Ａｆｔｅｒｎｏｏｎ　Ｐｒｏｇｒａｍ）

ライフＩＳ

ＦＭ踊り子

サキドリ観光情報～また伊豆にkurura～

いずいろサンデーいずいろサタデー

サンla伊豆サタde伊豆

みらいずの一週間みらいず女子会
～みらじょ～

ＩＳ Ｓｏｕｎｄ Ｃｅｌｌａｒ

伊豆市のフレッシュな朝の情報をお届けします！

お仕事しながら、家事しながら、暮らしに役立つ情報をゲット！

伊豆市内をアミューズメントパークに！
リアルタイムな観光情報、お土産情報
イベント情報など盛りだくさん

伊豆市の魅力を季節サキドリでお知らせ！
次はどの季節の伊豆市を楽しみますか？

あなたの思い出の曲をエピソ
ードとともにじっくりお届け

文学や伊豆の歴史を、さまざま
な角度からひも解くプログラム

なつかしの『ぼくの夢・わたしの夢』
スポーツ、娯楽、音楽など、さまざまなテーマと
視点でこれからの伊豆市を楽しく発信します

休みの日なのに早起きしちゃう皆さんへ
趣味や娯楽のいろいろをたっぷりお届け

食やファッション、
友達や恋のこと・・・

女子のぶっちゃけトーク！

伊豆市の学生が元気に
まじめに番組やります

午後のひととき、主婦の皆さんにお得情報をお届け
自然と癒し、もちろん親子の時間もあります

全世代へ！役に立ったり、立たなかったり？
思わずニヤけてしまういろんな情報を

マメにコツコツお届け

ＦＭＩＳで起きた出来事と伊豆市
の１週間を振り返ります
次週のイベント情報なども
まとめてお知らせ

ス
タ
ジ
オ
は
こ
ち
ら
！

ステキがいっぱい！番組表　放送時間：7時～21時まで
月～木曜日 金曜日 日曜日土曜日

７時

１８時
30分

12時

16時

9時

21時

７時

１８時

16時

9時

21時

１７時

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

用
ア
プ
リ
で
の
聴
取
も
可
能
に
！

▶こちらがロゴマー
ク。伊豆市から芽が出
ている双 葉 は『 成
長』。 葉の形は『伊豆
市の皆様のハート
（心）』、『伊豆市名産
のわさびの葉』、『土
肥の恋人岬（愛）』な
ど たくさんの意味に
とらえていただきたい
と思い、ハートマーク
で表現しています。

Ｃ
Ｄ
寄
贈
の
お
願
い

ホームページ http://fmis.jp/
フェイスブックページ http://facebook.com/fmis.miraizu詳細はこちら！

エ
フ
　
　
エ
ム
　
　 

イ        

ズ

伊豆市のステキな情報をわたしたちが
　　　　　　　　　　　　　　笑顔でお届けします！！

６
月
２８
日（
金
）、１２
時
開
局
！

　『
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
み
ら
い
ず
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』

住所：〒410-2407　
　　伊豆市柏久保1304
      オリエンタルマンション1階

　
家
の
中
や
車
の
中

に
、
聞
か
な
く
な
っ

た
Ｃ
Ｄ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
で
は
、Ｃ

Ｄ
な
ど
の
音
源
を
探

し
て
い
ま
す
。
古
い

も
の
で
も
、新
し
い
も
の
で
も
、ど
ん
な
ジ
ャ

ン
ル
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
不
要
な
Ｃ
Ｄ
な
ど
が
あ
れ
ば
、寄
贈
を
お

願
い
し
ま
す
。大
切
に
保
管
し
て
、番
組
な

ど
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
贈
し
て
い
た
だ
く
場
合

受
付
場
所
／
ス
タ
ジ
オ
ま
で
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
／ 

１０
時
〜
１９
時（
平
日
）

※

対
応
し
た
者
に『
Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
へ
の
Ｃ
Ｄ
寄

贈
』の
旨
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
／ 

Ｃ
Ｄ
、カ
セ
ッ
ト
、レ
コ
ー

ド（
洋
楽
・
邦
楽
・ジ
ャ
ン
ル
不
問
）

※

Ｃ
Ｄ
ー

Ｒ（
Ｒ
Ｗ
）な
ど
の
コ
ピ
ー
Ｃ
Ｄ
は
、

Ｆ
Ｍ
放
送
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※

音
飛
び
な
ど
し
て
い
る
場
合
は
、メ
モ
書

き
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項
／

○
Ｃ
Ｄ
を
返
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、不
要
な
Ｃ
Ｄ
の
み
を
ご
寄
贈
く
だ
さ

い
。

○
同
じ
Ｃ
Ｄ
の
寄
贈
が
複
数
枚
あ
っ
た
場
合

は
、ほ
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
な
ど
に

お
譲
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

リクエスト、メッセージ／ FAX（74）2721　 mail : 872@fmis.jp

伊豆の国市

沼津市

伊東市

東伊豆町
西伊豆町

湯
ケ
島

冷
川

持
越

土
肥
峠

伊豆市

： 送信所 ：放送区域

ココです。ココです。
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　県と市が実施している『ＴＯＵＫＡＩ（東海・倒壊）-

０』事業では、昭和56年 5月 31日以前に建てられた木

造住宅を対象に、無料耐震診断の実施、耐震補強計画の計

画と工事に対して補助を行っています。

問合せ／地域づくり課☎（72）9867

耐震診断から
耐震補強工事までの流れ

❶無料耐震診断は電話 1 本で申し込みできます
無料で、市が専門家（静岡県耐震診断補強相談士）を

派遣し、耐震診断を行います。

❷耐震補強計画作成費用の 3 分の 2 を補助します
耐震診断の結果、耐震性に問題がある場合、家の筋交

いを増やすなど、どの部分をどのように補強するかを検
討し、『耐震補強計画』を作成するための費用について、
３分の２以内（限度額９万６千円）を補助します。

❸耐震補強工事には４０万円を補助します
耐震性に問題のある木造住宅の耐震補強工事に対し

て、４０万円を上限に補助します。
高齢者のみの世帯や障害のある人と同居している世帯

には、２０万円の割増補助があります。

そのほかの補助制度など

■しずおか住宅ローン優遇制度
　耐震評点が１. ０未満で、住宅の建て替えをお考えの
場合にご利用ください。県内の金融機関で金利の優遇な
どを扱っていますので、各金融機関に気軽にお問い合わ
せください。
■ブロック塀の撤去・改修
　地震発生時に転倒や倒壊の恐れのあるブロック塀の撤
去・改修を行う費用の一部を補助します。
■建築物の耐震診断
　旅館、ホテル、店舗など木造住宅以外の建築物の耐震
性を調べる耐震診断を行う費用の一部を補助します。

東海地震に備える

住宅の
耐震診断・補強

自らの命は自らで守る！
あなたの身近にある危険を知ろう！！

６月は土砂災害防止月間

砂
防
施
設
、
土
砂
災
害
危
険
個
所
の

合
同
点
検

　

近
年
、
台
風
、
梅
雨
前
線
豪
雨
、
地

震
な
ど
に
よ
り
全
国
各
地
で
土
砂
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変

動
の
影
響
に
よ
り
、
熱
帯
低
気
圧
の
強

度
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
大
雨
の
頻

度
も
増
加
す
る
可
能
性
が
高
く
、
土
砂

災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
土
交
通
省
と
合
同
で
砂

防
施
設
と
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
合
同

点
検
を
、
今
年
も
５
月
下
旬
に
実
施
し

ま
し
た
。

問
合
せ
／
土
地
対
策
課

　
　
　
　

☎
（
83
）
５
２
０
４

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

基
礎
調
査
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
市
内
の
土

砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
土
地
の
地
形
、
砂

防
施
設
な
ど
の
状
況
、
土
地
利
用
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
土
砂
災
害
防
止
法

の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
指
定
に
向
け
て
の
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
。
区
域
を
指
定
す
る
前
に
は
、

土
地
所
有
者
・
居
住
者
の
皆
さ
ん
に
周
知

す
る
た
め
、
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
期
間
や
調
査
範
囲
な
ど
は
、
回
覧

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
調
査
に
伴
い
民
地

内
へ
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
土
地
対
策
課

　
　
　
　

☎
（
83
）
５
２
０
４

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
る

土
砂
災
害
防
災
訓
練
の
実
施

　

毎
年
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に
伴
う
豪
雨

な
ど
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
や
土
石

流
、
地
す
べ
り
を
原
因
と
す
る
土
砂
災
害

が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
土
砂
災
害
か
ら
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
対
策
と
し
て
、
土
砂
災

害
に
対
す
る
防
災
訓
練
が
重
要
で
す
。
訓

練
の
主
な
目
的
は
、
市
民
の
防
災
意
識
の

向
上
、
警
戒
避
難
体
制
の
強
化
な
ど
で
す
。

　

そ
こ
で
６
月
２
日
（
日
）
に
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
や
土
砂
災
害
危
険
個
所
を
有

す
る
佐
野
地
区
に
お
い
て
、
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
市
民
の
『
自
助
・
共
助
』

の
意
識
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
土

砂
災
害
に
対
す
る
理
解
の
促
進
、
防
災
知

識
の
普
及
・
啓
発
、
警
戒
避
難
体
制
の
強

化
、
災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
体
制
な
ど

を
確
認
し
ま
す
。

　

市
で
は
毎
年
、
地
区
を
指
定
し
た
土
砂

災
害
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
訓

練
実
施
を
希
望
す
る
地
区
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課

　
　
　
　

☎
（
72
）
９
８
６
７

市
の
防
災
フ
リ
ー
メ
ー
ル
を

活
用
し
よ
う
！

　

市
の
防
災
フ
リ
ー
メ
ー
ル
と
は
、
土
砂

災
害
情
報
を
は
じ
め
、
台
風
や
地
震
な
ど

の
防
災
情
報
、
防
犯
に
関
す
る
周
知
情
報

な
ど
を
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
に
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

登
録
方
法
は
、
携
帯
電
話
で
下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
表
示
さ
れ
た
ア

ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課

　
　
　
　

☎
（
72
）
９
８
６
７

【
登
録
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
】

　土砂災害防止月間とは、土砂災害防止に関する国民の理解と関心を深める
ため、防災知識の普及、警戒避難体制の整備などに関する各種運動を実施す
ることにより、土砂災害による人命、財産を守ることを目的とした月間です。
　期間中、市でもさまざまな活動を行います。皆さんもこの機会に、身近に
ある危険を知り、いざというときのために備えましょう。

▲昨年度の点検では、実際に川に入り砂防堰
えんてい

堤の老朽具合などを点検

▲流木などをせき止める砂防施設も耐久性や腐食などを点検

▲ドコモ用ＱＲコード▲ au・ソフトバンク用

ＱＲコード
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実施医療機関一覧

浅井外科医院
伊豆函南鈴木泌尿器科クリニック
伊豆函南セントラル病院
伊豆平和病院
ＮＴＴ東日本伊豆病院
おりた内科小児科
函南医院
函南さくらクリニック
函南平出クリニック
蛇ヶ橋クリニック
高橋クリニック
三島マタニティークリニック
山口医院
リウトピアクリニック

青山内科クリニック
伊豆赤十字病院
小山田医院
加藤内科
紀平クリニック
伊豆慶友病院
今野医院
佐藤医院
リハビリテーション中伊豆温泉病院
修善寺クリニック
大和堂医院
中伊豆リハビリテーションセンター
中島病院
中村医院
西伊豆病院附属土肥クリニック
伊豆長岡小児クリニック
伊豆長岡第一クリニック
伊豆韮山温泉病院
伊豆保健医療センター
江間クリニック
大仁医院西脇内科
大仁クリニック
岸クリニック
健院伊豆の国
河野内科医院
古奈温泉クリニック
慈広会記念病院
順天堂大学附属順天堂静岡病院
杉本医院
田京診療所
つちやクリニック
長岡リハビリテーション病院
韮山医院
花の丘診療所
村田内科クリニック
矢田レディースクリニック

（74）2111
（72）2148
（72）3125
（98）0012
（72）5521
（85）1701
（75）7050
（99）0005
（83）3333
（72）7272
（72）0015
（83）2111
（87）0333
（83）0396
（99）1234
055（949）1321
055（947）2665
055（949）1466

（76）0111
055（947）1238

（76）3712
（76）2556
055（949）7770
055（949）8880
055（949）2355
055（948）1038
055（947）0511
055（948）3111
055（949）2222

（76）3201
（77）1511
055（948）0555
055（949）1036
055（949）6886

（76）8866
（76）4550
055（978）8760
055（970）2450
055（974）0131
055（974）1355
055（978）2320
055（978）7622
055（978）3023
055（979）1666
055（978）1368
055（970）0555
055（977）1121
055（979）0192
055（978）2011
055（970）1000

伊
豆
市

伊
豆
の
国
市

函
南
町

肺炎球菌予防接種が半額で受けられます！
75歳以上の皆さん！！

肺炎球菌予防接種とは？

　高齢者の肺炎のうち、最も多い原因の細菌が『肺
炎球菌』です。肺炎球菌には 80 種類以上の型があ
り、肺炎球菌ワクチンを接種することで、そのうち
の 23 種類に対して免疫を付けることができ、肺炎
球菌による肺炎の予防・重症化を防ぎます。
※ただし、すべての肺炎を予防するものではありません。

対象者
　接種日において伊豆市に住民票のある満 75 歳以
上で、下記のいずれかにあてはまる人
①初めて接種を受ける人
② 2 回目の接種で、1 回目の接種から 5 年以上経過
　している人
※ガイドラインの変更により 2 回目の接種ができる
　ようになりました。接種する前にかかりつけ医に
　相談してください。

申請方法

接種費用（自己負担金）／ 4,200 円
※ 8,400 円のうち、半額を市で助成します。
※生活保護受給者は自己負担金が免除されますが、
　事前申請が必要です。

接種期間／年間を通じて接種できます

助成回数／ 1回

※市の制度を利用して助成を受けられる回数は 1 回
　のみです。

問合せ／健康増進課☎（72）9861

申請時に必要な持ち物／印鑑
申請場所／健康増進課または各支所
　　①申請書の記入　　
※１回目の接種が過去に済んでいる人は、申請書に
　初回接種年月日を記入する欄があります。１回目
　の接種年月日をメモなどに控えてお持ちください。
※接種を希望する人以外が申請する場合（ご家族な

ど）は、委任状が必要です。委任状の様式は健康
増進課または各支所にあります。

②接種券、説明文、予診票などを受け取る

　③接種券などを持って委託医療機関で接種　
※接種を希望される人は、事前に医療機関に連絡し
　てください。

（五十音順）

6
月
4
日
〜
10
日
は
歯
と
口
の
健
康
週
間

健
康
は
丈
夫
な
歯
か
ら
！

目
指
せ
！
8
0
2
0

歯
周
疾
患
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

対
象
／
20
歳
以
上
の
市
民

※
治
療
中
の
人
を
除
く
。

期
間
／
6
月
１
日（
土
）〜
11
月
30
日（
土
）

診
療
機
関
／
伊
豆
市
を
は
じ
め
、伊
豆
の
国

市
、函
南
町
、西
伊
豆
町
の
指
定
の
歯
科
医

院
39
カ
所

健
診
内
容
／
歯
周
疾
患
健
診
、歯
み
が
き

指
導（
歯
ブ
ラ
シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）、か
む

力
が
分
か
る
ガ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

自
己
負
担
／
5
0
0
円

※
生
活
保
護
世
帯
や
、40
・
50
・
60
・
70
歳

　
の
節
目
年
齢
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

該
当
す
る
場
合
は
、自
己
負
担
が
免
除
さ

　
れ
ま
す
の
で
、事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法
／
指
定
の
歯
科
医
院
に
あ
ら
か

じ
め
電
話
予
約
し
、健
診
当
日
に
自
己
負
担

金
、健
診
票
、『
お
と
な
の
検
診
カ
ー
ド
』を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
票
に
つ
い
て
／
昨
年
度
、受
診
し
た
人

に
は
送
付
し
ま
し
た
。そ
れ
以
外
の
人
は
、

当
日
歯
科
医
院
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
次
の
①
・
②
に
当
て
は
ま
る
皆
さ
ん
、コ

ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
／

①
い
い
歯
の
お
年
寄
り
７
５
２
０
コ
ン
ク
ー
ル

　（
伊
豆
市
主
催
）

　4
月
1
日
現
在
、満
75
歳
以
上
80
歳
未

満（
昭
和
8
年
4
月
2
日
〜
昭
和
13
年
4

月
1
日
生
ま
れ
）で
自
分
の
歯
が
20
本
以

上
あ
る
人

※
過
去
に
表
彰
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
。

　　口
の
中
の
健
康
は
保
た
れ
て
い
ま
す
か
？

入
れ
歯
の
手
入
れ
や
に
お
い
な
ど
、口
の
中

の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
在
宅
の
歯
科
衛
生
士
と
保
健
師
が
お
宅
に

伺
い
、口
の
中
の
こ
と
や
体
の
こ
と
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。費
用
は
無
料
で
す
。

②
い
い
歯
の
お
年
寄
り
8
0
2
0
コ
ン
ク
ー

　
ル（
静
岡
県
歯
科
医
師
会
主
催
）

　4
月
1
日
現
在
、満
80
歳
以
上（
昭
和
8

年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
）で
自
分
の
歯

が
20
本
以
上
あ
る
人

参
加
方
法
／
電
話
で
健
康
増
進
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。審
査
票
と
案
内
を
郵
送
し

ま
す
。指
定
の
歯
科
医
院
に
予
約
し
、審
査

票
を
持
参
し
て
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、結
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
期
間
／

6
月
1
日（
土
）〜
7
月
27
日（
土
）

費
用
／
無
料

表
彰
／
敬
老
感
謝
祭
で
表
彰
し
ま
す
。

対
象
／
40
歳
以
上
で
、在
宅
介
護
を
受
け

て
い
る
歯
科
通
院
が
困
難
な
人

期
間
／
6
月
３
日（
月
）〜
平
成
26
年
2
月

28
日（
金
）※
土
・日
を
除
く
。

時
間
／
日
中

の
1
〜
2
時

間
程
度

い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

歯
科
衛
生
士
に
よ
る

在
宅
訪
問
口
腔
衛
生
指
導（
無
料
）

　
口
の
中
の
健
康
は
、糖
尿
病
や
肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に

関
係
す
る
だ
け
で
な
く
、食
事
や
会
話
を
楽
し
む
な
ど
豊
か
な

人
生
を
送
る
た
め
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
口
の
中
の
健
康
。

皆
さ
ん
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、見
つ
め
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。　

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎（
72
）９
８
６
１

※『
8
0
2
0（
ハ
チ
マ
ル
・ニ
イ
マ
ル
）
』と
は
、

　
80
歳
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
と
う
と
い

　
う
運
動
で
す
。
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▲富士山と駿河湾フェリーが描かれた県道223号の標識

 

県
道
２ふ

２じ

３さ
ん

号
認
定
記
念
式
典

全
国
初
！
観
光
に
特
化
し
た
海
上
県
道

　

4
月
12
日（
金
）、清
水
港（
静
岡
市
清
水
区
）と
土

肥
港
を
結
ぶ
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
航
路
、県
道
２
２
３
号

（
清
水
港
土
肥
線
）の
認
定
式
典
が
清
水
港
で
行
わ
れ

ま
し
た
。式
典
に
は
、静
岡
県
知
事
、県
議
会
議
員
、静

岡
市
や
伊
豆
市
を
は
じ
め
と
す
る
伊
豆
の
各
首
長
な

ど
約
50
人
が
出
席
し
、看
板
の
除
幕
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
認
定
を
祝
い
ま
し
た
。最
後
に
は
、一
般
客
と
と
も

に
、伊
豆
の
各
首
長
も
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
み
、県
知
事

た
ち
の
見
送
り
を
受
け『
渡
り
初
め
』を
し
ま
し
た
。

元
気
を
稲
に
注
入
！

中
伊
豆
小
5
年
生
が
田
植
え
体
験

▲元気いっぱいに田植えを行う児童たち

弘
法
大
師
と
温
泉
へ
感
謝
を
込
め
て

▲湯気が立ち込める中、手おけに『独鈷の湯』を受ける『湯汲み娘』

　

4
月
21
日（
日
）、修
善
寺
温
泉
で
春
の
伝
統
行
事

で
あ
る『
湯
汲
み
式
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。色
鮮
や
か

な
着
物
姿
の
34
人
の『
湯
汲
み
娘
』が
、同
温
泉
の
始

ま
り
と
さ
れ
る『
独
鈷
の
湯
』を
木
製
の
手
お
け
に
受

け
、地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
稚
児
行
列
や
露
払
い
な

ど
と
と
も
に
温
泉
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

総
勢
約
２
３
０
人
の
華
や
か
な
行
列
の
見
物
に
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
、写
真
や
ビ
デ
オ
に
収
め
て
い

ま
し
た
。

5
月
10
日（
金
）、中
伊
豆
小
学
校
の
5
年
生
54
人

が
、同
校
近
く
の
実
習
田
で
田
植
え
体
験
を
行
い
ま

し
た
。田
ん
ぼ
の
中
に
入
っ
た
児
童
た
ち
は
、「
足
が

抜
け
な
い
！
」
と
転
び
そ
う
に
な
っ
た
り
、「
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
風
呂
に
入
っ
て
い
る
み
た
い
！
」と
田
ん
ぼ
の

感
触
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
植
え

ら
れ
た
稲
は
、9
月
初
め
に
収
穫
さ
れ
る
予
定
で
す
。

収
穫
さ
れ
た
お
米
は
、学
校
給
食
な
ど
で
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
す
。

春
季
弘
法
忌
『
湯
汲
み
式
』

▲感謝状を手に記念撮影  原所長（左）、海老名さん（中央）、市長（右）

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
贈
呈

長
年
の
功
績
に
感
謝
し
て

　

平
成
17
年
4
月
か
ら
8
年
間
、伊
豆
市
行
政
相
談
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
海え

び

な
老
名
明あ
き
らさ
ん（
原
保
）が
、平
成
25

年
3
月
31
日
付
け
で
退
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、総
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
感
謝
状
の
伝
達
式
が
、4
月
15
日（
月
）に
市
長
室

で
行
わ
れ
、総
務
省
静
岡
行
政
評
価
事
務
所
の
原は
ら
た
か
ひ
と

敬
仁
所

長
か
ら
海
老
名
さ
ん
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
市
民
の
行
政
に
対
す
る
意
見
、要
望
な

ど
の
相
談
窓
口
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▲一斉に稚アユを放流する園児たち「大きくなってね！」

園
児
た
ち
が
稚
ア
ユ
を
放
流

ア
ユ
釣
り
シ
ー
ズ
ン
に
先
駆
け

　

4
月
16
日（
火
）、さ
く
ら
こ
ど
も
園
の
園
児
51
人
が
、

同
園
近
く
の
大
見
川
で
稚
ア
ユ
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、放
流
前
か
ら
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た

稚
ア
ユ
に
興
味
津
々
。の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、実
際
に
稚
ア

ユ
に
触
る
園
児
も
い
ま
し
た
。放
流
す
る
際
に
は
、「
大

き
く
な
あ
れ
！
」の
掛
け
声
と
と
も
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、狩
野
川
漁
業
協
同
組
合
が
毎
年
行
っ
て
い
る

事
業
で
、今
年
は
市
内
の
幼
稚
園
な
ど
6
団
体
を
対
象

に
、3
千
匹
の
稚
ア
ユ
を
放
流
し
ま
し
た
。

4
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）の
2
日
間
、小
土
肥
菜

の
花
畑
で『
第
20
回
菜
の
花
舞
台
』が
開
催
さ
れ
、観
光

客
や
市
民
な
ど
延
べ
3
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

夜
間
の
開
催
と
な
っ
た
14
日（
土
）は
、俳
優
の
橋
爪

功
さ
ん
と
演
劇
集
団『
円
』に
よ
る
野
外
劇『
贋
作 

八

犬
伝 

菜
の
花
月
の
巻
』、地
元
住
民
に
よ
る
合
唱
や
演

奏
な
ど
が
行
わ
れ
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。　

　

野
外
劇
は
、笑
い
あ
り
涙
あ
り
で
、会
場
全
体
が
引

き
込
ま
れ
熱
気
溢
れ
る
舞
台
で
し
た
。

『
第
20
回
菜
の
花
舞
台
』

菜
の
花
の
に
お
い
に
包
ま
れ
て

▲橋爪さんと演劇集団『円』による息の合った野外劇



　
修
善
寺
小
の
昇
降
口
に
は
、子

ど
も
た
ち
の
手
作
り
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。１
５
２

人
の『
だ
る
ま
っ
子
』は
、こ
の
目

標
に
向
か
い
、進
ん
で
あ
い
さ
つ

を
す
る
こ
と
や
体
力
づ
く
り
に
毎

朝
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、遠
足
や
運
動
会
な
ど
の

行
事
に
、縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
活

動
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、上

級
生
が
下
級
生
を
思
い
や
り
、協

力
し
な
が
ら
支
え
合
う
力
を
つ
け

て
い
ま
す
。

　
修
善
寺
小
の
昇
降
口
に
は
、子

ど
も
た
ち
の
手
作
り
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。１
５
２

人
の『
だ
る
ま
っ
子
』は
、こ
の
目

標
に
向
か
い
、進
ん
で
あ
い
さ
つ

を
す
る
こ
と
や
体
力
づ
く
り
に
毎

朝
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、遠
足
や
運
動
会
な
ど
の

行
事
に
、縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
活

動
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、上

級
生
が
下
級
生
を
思
い
や
り
、協

力
し
な
が
ら
支
え
合
う
力
を
つ
け

て
い
ま
す
。

　
歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
た
修
善

寺
の
地
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
は
、

『
桂
谷
八
十
八
カ
所
巡
り
』や
、『
修

禅
寺
座
禅
体
験
』、『
修
禅
寺
物
語

朗
読
劇
』な
ど
、伝
統
の
中
で
愛
校

心
が
育
ま
れ
る
よ
う
な
体
験
活
動

を
た
く
さ
ん
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
修
善
寺
小
独
自
の
体
験
活

動
が
で
き
る
の
も
、保
護
者
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
る
か
ら
こ

そ
で
す
。

　
今
後
も
、子
ど
も
た
ち
が
母
校
に

誇
り
を
持
ち
、夢
に
向
か
っ
て
挑
戦

し
続
け
る
学
校
に
な
る
よ
う
ご
支

援
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
以
前
、注
文
し
て
も
い
な
い
の
に
カ
ニ

が
送
り
付
け
ら
れ
て
く
る『
送
り
付
け

商
法
』が
多
発
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。最
近
は
、主
に
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
健
康
食
品
で
再
び
増
加
し
て
い
ま

す
。こ
の
手
口
は
、注
文
し
た
覚
え
も
な

い
の
に
健
康
食
品
が
送
ら
れ
て
き
た
た

め
、事
業
者
に
注
文
を
し
た
覚
え
が
な

い
旨
を
告
げ
る
と
、事
業
者
は「
注
文
し

た
記
録
が
残
っ
て
い
る
」な
ど
と
答
え
、

あ
た
か
も
注
文
を
し
た
か
の
よ
う
に
思

い
込
ま
せ
て
代
金
を
支
払
わ
せ
る
と
い

う
大
変
悪
質
な
も
の
で
す
。  

　

　
こ
の
よ
う
に
注
文
し
て
い
な
い
商
品

が
一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ
て
き
た
場

合
、特
定
商
取
引
法
と
い
う
法
律
で
は
、

商
品
が
届
い
て
か
ら
１４
日
間（
消
費
者
か

ら
引
き
取
る
よ
う
要
請
し
た
場
合
は
７

日
間
）が
経
過
す
れ
ば
、届
い
た
商
品
の

返
品
の
必
要
は
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、そ
も
そ
も
注
文
を
し
て
い
な
い

以
上
、契
約
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

代
金
を
支
払
う
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
身
に
覚
え
の
な
い
商
品
が
送
り
付
け
ら

れ
て
き
た
場
合
は
、す
ぐ
に
代
金
を
支
払

う
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は
避
け
、市
役
所

や
消
費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

司
法
書
士
　
山
田 

茂
樹

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

修
善
寺
俳
句
愛
好
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

俳
　
壇

健康食品の送り付け商法被害が増えています！

●『
自
転
車
盗
』増
加
中
！！

　
大
仁
署
管
内
で
は
、今
年
の
1

月
か
ら
4
月
ま
で
に
自
転
車
盗
28

件
、オ
ー
ト
バ
イ
盗
７
件
と
、前
年

に
比
べ
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す

（
値
は
暫
定
値
）。

　
こ
の
春
か
ら
入
学
や
就
職
を
機

に
、自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
利

用
し
始
め
た
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。最
初
は
し
っ
か
り
施
錠
し
て
い

て
も
、徐
々
に「
施
錠
は
面
倒
」、

「
盗
ま
れ
る
の
は
人
ご
と
」な
ど
と

思
っ
て
油
断
し
て
い
る
と
、あ
る
日

突
然
、盗
難
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
い

ま
す
。　
盗
ま
れ
て
後
悔
す
る
前
に
、

施
錠
の
習
慣
は
も
ち
ろ
ん
、あ
な
た

自
身
の
心
の
油
断
に
も
、カ
ギ
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。自
分
自
身
の
大
切

な
乗
り
物
は
、自
分
で
守
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。被
害
防
止
の
基
本
は

異
な
る
２
つ
の
鍵
を
か
け
る『
ツ
ー

ロ
ッ
ク
』で
す
。

【
被
害
防
止
策
】

①
必
ず
施
錠
し
よ
う
↓
ツ
ー
ロ
ッ
ク

　
自
転
車
に
備
え
付
け
の
鍵
だ
け

で
な
く
、ワ
イ
ヤ
ー
錠
や
チ
ェ
ー
ン

錠
を
か
け
る
。

②
決
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
輪
し
よ
う

③
必
ず
防
犯
登
録
を
し
よ
う

　
大
仁
署
管
内
で
は
、毎
月
26
日

を『
ツ
ー
ロ
ッ
ク
の
日
』と
決
め
、さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
被
害
防
止
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

【
高
校
生
が
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
】

　
静
岡
県
立
伊
豆
総
合
高
等
学
校
美

術
部
の
生
徒
さ
ん
が
、オ
リ
ジ
ナ
ル
自

転
車
盗
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
視
点
か
ら『
施
錠
』を
強

調
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、駅
駐
輪
場
な
ど

に
掲
出
し
、視
覚
に
よ
る
被
害
防
止

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

●
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　玄
関
の
施
錠

　
誰
も
が
、わ
が
家
に
は
空
き
巣
な

ん
か
入
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
朝
の
ご
み
出
し
や
子
ど
も
の
送

迎
な
ど
の
わ
ず
か
な
時
間
で
も
、玄

関
の
施
錠
も
せ
ず
に
外
出
し
て
い
る

家
は
、泥
棒
に
空
き
巣
に
入
っ
て
く
れ

と
誘
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
い
く
ら
地
域
で
不
審
者
が
歩
き
に

く
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
も
、玄
関
が

施
錠
さ
れ
て
い
な
い
家
で
は
、簡
単
に

侵
入
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
盗
ま
れ
る

も
の
は
な
い
」、「
犬
を
飼
っ
て
い
る
か

ら
大
丈
夫
」な
ど
と
油
断
せ
ず
に
、外

出
時
は
必
ず
施
錠
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
校
３
年
目
を
迎
え
た
中
伊
豆

小
の
今
年
度
の
教
育
目
標
は『
凡
事

徹
底
』で
す
。『
気
持
ち
の
よ
い
あ
い

さ
つ
』、『
あ
り
が
と
う
の
感
謝
の
気

持
ち
』、『
無
言
清
掃
』、『
上
の
子
が

下
の
子
の
面
倒
を
見
る
』、『
下
級
生

の
お
手
本
に
な
る
』な
ど
、当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き
る

子
に
育
て
る
こ
と
を
重
点
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら『
下
の
子
の
面
倒
を

見
る
』活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
通
学
班
で
は
、寄
り
道
や
自
分
勝

手
な
行
動
は
で
き
ま
せ
ん
。我
慢
し

た
り
助
け
合
っ
た
り
し
て
、思
い
や

り
や
社
会
性
を
学
び
ま
す
。

　
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒

に
な
っ
て
遊
ぶ
機
会
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、１
年
生
と
６
年
生
、２
年
生

と
５
年
生
、３
年
生
と
４
年
生
が
ペ

ア
に
な
っ
て
活
動
す
る
時
間
を
、年

間
を
通
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
第
１
回
目
の
集
会
が
、上
の

学
年
の
企
画・運
営
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。始
め
は
恥
ず
か
し
そ
う
に

し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
次
第
に

打
ち
解
け
合
い
、優
し
い
空
気
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
通
し
て
成
長
し
て
い
く
子
ど
も

た
ち
を
、地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

も
見
守
り
、必
要
な
と
き
に
手
を
差

し
伸
べ
、励
ま
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

『
常
に
挑
戦 

⇩ 

〜
富
士
を
越
え
る
〜
』

『
常
に
挑
戦 

⇩ 

〜
富
士
を
越
え
る
〜
』

『
常
に
挑
戦 

⇩ 

〜
富
士
を
越
え
る
〜
』

▲修善寺小スローガン

『
凡
事 

徹
底
』
で
心
を
磨
く

『
凡
事 

徹
底
』
で
心
を
磨
く

『
凡
事 

徹
底
』
で
心
を
磨
く

修善寺
小学校

中伊豆
小学校

▲修禅寺物語朗読劇

▲通学班による集団登校の様子

▶
子
ど
も
た
ち
の
手
作
り
に
よ
る

　
ペ
ア
活
動

春
先
や
道
に
迫
出
し
花
舗
の
花

　
　
　
　
　
　
　島
田

　武
重
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）

辻
に
坐
し
眠
る
羅
漢
や
青
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　森

　正
（
柏
久
保
）

あ
か
と
き
の
た
ん
ぽ
ぽ
の
畦
踏
み
に
け
り

　
　
　小
川

　知
子
（
加
殿
）

藤
房
の
風
を
揺
ら
す
や
夕
汽
笛

　
　
　
　
　
　
　森
嶋

　富
美
子
（
修
善
寺
）

天
城
嶺
や
芽
吹
き
の
樹
々
の
自
己
主
張

　
　
　
　石
井

　ふ
じ
枝
（
牧
之
郷
）

真
っ
さ
ら
の
水
均
さ
せ
て
花
山
葵

　
　
　
　
　
　堀
江

　み
ち
子
（
矢
熊
）

せ
り

ざ

な
ら

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

※『学校再編成は今！』のコーナーは、しばらくの間お休みします。
2013 . 611 2013 . 6 10



●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

～食事は元気の源　あらためて食事の大切さを実感！～

保育園・幼稚園・こども園の紹介

 1人分
栄養価

作り方材料《 2人分 》

◆園目標 　　元気いっぱい　笑顔いっぱい
◆重点目標　○心身ともに健康で
　　　　　　　たくましい子
　　　　　　○素直で思いやりのある子
　　　　　　○自分の思いを表現できる子
　　　　　　

❶ジャガイモは皮をむいて
耐熱皿に乗せ、ラップを
かけて電子レンジで加熱
する。
❷ボールに①を入れて、つ
ぶしながら牛乳、マグロ
（水煮）缶詰、塩、こしょ
うを加えて混ぜる。
❸②を4等分にしたら、楕円
型に形を整える。周りに
マヨネーズを絡めてから
パン粉をつけ、オーブン
トースタに入れて、両面
こんがり焼く。

◆ジャガイモ………中2個
◆マグロ（水煮）缶詰
　……………………小1缶
◆牛乳……………大さじ1
◆塩・こしょう………少々
◆マヨネーズ……大さじ1
◆パン粉…………大さじ3

　
さ
く
ら
こ
ど
も
園
は
、中
伊
豆
支
所
の
隣
に
位
置
し
、

田
畑
に
囲
ま
れ
、自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。現

在
、０・１
歳
児
７
人
、２
歳
児
12
人
、３
歳
児
33
人
、４
歳

児
37
人
、５
歳
児
23
人
、合
計
１
１
２
人
の
子
ど
も
た
ち

が
、毎
日
明
る
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　『
早
寝･

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
』や『
元
気
な
あ
い
さ
つ・

あ
り
が
と
う
』を
合
言
葉
に
、子
ど
も
た
ち
の『
心
と
体
』

の
健
や
か
な
成
長
に
力
を
入
れ
、家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん

と
共
に
育
っ
て
い
く
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
園
で
は
、散
歩
や
野
菜
栽
培
、ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
な
ど

を
通
し
て
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
遊
び
、感
動
体
験
が

で
き
る
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
ど
も

園
な
ら
で
は
の
特
長
を
生
か
し
、０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
の
か
か
わ
り
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。年
長

児
が
進
ん
で
小
さ
い
組

の
お
世
話
を
す
る
な

ど
、思
い
や
り
の
心
も

育
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、未
就
学
児

を
持
つ
親
子
の
交
流
の

場
と
し
て
、『
ち
び
っ
こ

サ
ロ
ン（
子
育
て
支
援

事
業
）
』を
原
保
保
育

園
や
中
伊
豆
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
を
会
場
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。お

友
達
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
の

花
を
た
く
さ
ん
咲
か

せ
、元
気
い
っ
ぱ
い
の
さ

く
ら
こ
ど
も
園
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

さくらこども園さくらこども園

◇エネルギー…194kcal　◇カルシウム…7mg
◇たんぱく質…9.6g　◇脂質…6.8g　◇食塩相当量…0.6ｇ

カ
ロ
リ
ー
控
え
め 

お
い
し
い
！
ヘ
ル
シ
ー
！！

　
　揚
げ
な
い
コ
ロ
ッ
ケ

カ
ロ
リ
ー
控
え
め 

お
い
し
い
！
ヘ
ル
シ
ー
！！

　
　揚
げ
な
い
コ
ロ
ッ
ケ

　わたしには小学2年生の男の子の孫がいます。熱を出すことが多く、
食も細かったため、小学校入学前に思い切って扁桃腺の手術をしました。
おかげで食欲も旺盛になり、体も丈夫になりました。
　主人も、会社勤めの傍ら孫と収穫することを楽しみに野菜を育ててい
ます。「矢熊のお米も、野菜もおいしい」と孫に言われ励みになってい
る今日このごろです。　　   伊豆市食育推進専門員　鈴木 明美（矢熊）

▲「何をして遊ぼうか？」（異年齢児のかかわり）▲『なかよし会』で年長さんが披露した歌や手遊び

※

『
ち
び
っ
こ
サ
ロ
ン
の
詳
細
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市然
発見♪

山
・
川
・
海
・
大
気
、地
球
を
ま
る
ご
と
考
え

る
場
所
。そ
れ
が
ジ
オ
パ
ー
ク

　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、ギ
リ
シ
ャ
語
で『
地
球
』

や『
大
地
』を
意
味
す
る
ジ
オ
と
、『
公
園
』の

パ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。

　
ジ
オ
に
親
し
み
、ジ
オ
を
学
ぶ
旅
、ジ
オ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
楽
し
む
場
所
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

山
や
川
を
よ
く
見
て
、そ
の
成
り
立
ち
と
仕

組
み
に
気
付
き
、生
態
系
や
人
間
生
活
と
の

か
か
わ
り
を
考
え
る
場
所
で
す
。足
元
に
あ

る
岩
石
か
ら
宇
宙
ま
で
、過
去
か
ら
未
来
ま

で
、山
、川
、海
、大
気
と
そ
こ
に
住
む
生
物
に

つ
い
て
考
え
る
、つ
ま
り
地
球
を
丸
ご
と
考
え

る
場
所
、そ
れ
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　
ま
た
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、美
し
い
地
質
や
地
形

を
含
め
た
貴
重
な
自
然
遺
産（
ジ
オ
サ
イ
ト
）

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
持
続
的
発

展
を
目
指
す
仕
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

５
地
域
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
登
録
！！

国
内
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

　
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
す
る
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
り
ま

す
。国
内
で
は
現
在
、伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

を
含
む
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
が
25
地
域
あ
り
、そ

の
う
ち『
洞
爺
湖
有
珠
山
』、『
糸
魚
川
』、『
室

戸
』、『
山
陰
海
岸
』、『
島
原
半
島
』の
５
地
域

が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
豆
半
島
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て

　
平
成
27
年
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向

け
、行
政
だ
け
で
は
な
く
市
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
参
加
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、市
で
は
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
ジ
オ
パ
ー
ク
市
民
講
座
、

ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
の
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
も
地
域
の
魅
力
を
あ
ら
た
め

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

足
元
の
宝
物

伊
豆
半
島
の
成
り
立
ち
を
知
ろ
う
！！

　
伊
豆
半
島
は
、約
２
千
万
年
前
に
本
州
か

ら
、は
る
か
南
の
か
な
た
数
百
㎞
先
の
太
平

洋
の
海
底
に
沈
む
火
山
群
で
し
た
。そ
の
後
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
北
上
の
動
き
に
合

わ
せ
て
、日
本
の
本
州
に
接
近
し
衝
突
、伊
豆

半
島
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
本
州
への
衝
突
は
、約
60
万
年
前
の
出

来
事
で
す
。衝
突
後
、20
万
年
前
ま
で
は
、半

島
上
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
噴
火
が
続
く
こ
と

に
よ
って
、天
城
山
や
達
磨
山
と
いっ
た
伊
豆
の

大
型
火
山
が
誕
生
し
、現
在
の
伊
豆
半
島
の

骨
格
を
形
づ
く
り
ま
し
た
。

　
伊
豆
半
島
に
は
、地
球
の
形
成
の
痕
跡
が

多
数
あ
り
、そ
の
痕
跡
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
世
界
的
に
も
特
異
な
地

域
に
な
り
ま
す
。

◀
伊
豆
半
島
の
成
り
立
ち
イ
メ
ー
ジ
図

（
資
料
提
供『
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
』）

　
平
成
23
年
３
月
28
日
、伊
豆
半
島
13
市
町（
伊
豆
市
、三
島
市
、伊
豆
の
国
市
、沼

津
市
、西
伊
豆
町
、熱
海
市
、函
南
町
、伊
東
市
、東
伊
豆
町
、河
津
町
、下
田
市
、松
崎

町
、南
伊
豆
町
）と
県
、各
種
団
体
、交
通
事
業
者
な
ど
が
、『
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
』を
設
立
。平
成
24
年
９
月
24
日
に
は
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。現
在
、平
成
27
年
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
、市
民
の
機
運
を
盛
り
上
げ

て
い
く
た
め
、市
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
な
ど
を
定
期
的
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎（
72
）９
９
１
１

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

〜
市
民
が
知
ら
な
い
伊
豆
半
島
の
魅
力
発
見
伝
〜

▲日本周辺のプレート図
（資料提供『伊豆半島ジオパーク推進協議会』）

2013 . 613 2013 . 6 12



2013 . 615 2013 . 6 14

お知らせ
年
に
一
度
は
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

～
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
～

　

人
間
ド
ッ
ク
は
、
自
覚
症
状
の
有
無
に
関

係
な
く
身
体
各
部
位
の
精
密
検
査
を
受
け

て
、
普
段
気
付
き
に
く
い
疾
患
や
臓
器
の
異

常
、
健
康
度
を
チ
ェッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

　

年
1
回
は
健
康
診
断
を
受
け
、
自
分
の
健

康
状
態
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
節
目

に
当
た
る
年
齢
の
人
は
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
者
／
４
月
１
日
現
在
、
満
20
歳
以
上
満

75
歳
未
満
で
、
次
に
該
当
す
る
人

○
申
請
日
以
前
に
伊
豆
市
国
民
健
康
保
険
に

　

継
続
し
て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
こ
と

○
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

○
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
こ
と

実
施
時
期
／
６
月
１
日
（
土
）
～

平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

内
容
／
身
体
計
測
、
血
液
検
査
、
尿
検

査
、
眼
底
検
査
、
聴
力
検
査
、
心
電
図
検
査
、

超
音
波
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど

※
ほ
か
に
も
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
実
施
で
き
る

　

検
査
が
あ
り
ま
す
。

委
託
医
療
機
関
／
左
記
表
の
７
医
療
機
関

助
成
金
額
／
人
間
ド
ッ
ク
費
用
額
の
７
割（
上

限
は
３
万
円
）

※
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
印
鑑
と
国
民

　

健
康
保
険
証
を
持
参
し
、
市
民
課
ま
た
は

　

各
支
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

『
お
と
な
の
健
康
相
談
』
を
始
め
ま
す

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
に
向
け
て
、

保
健
師
・
栄
養
士
が
話
を
伺
っ
た
り
、
簡
単

な
測
定
を
通
し
て
、
普
段
の
生
活
で
で
き
そ

う
な
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

対
象
／
19
歳
以
上
の
市
民

と
き
／
６
月
～
平
成
26
年
３
月
の
第
4
火
曜

日　

９
時
～
11
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
血
圧
測
定
、
体
重
・
体
脂
肪
測
定
、

尿
検
査
、
健
康
診
断
結
果
の
説
明
、
肺
機
能

測
定
、
栄
養
相
談
、
味
噌
汁
塩
分
測
定
（
大

さ
じ
１
杯
ほ
ど
の
味
噌
汁
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

日
常
生
活
の
機
能
チ
ェ
ッ
ク

『
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
介
護
申
請
を
し
て
い
な
い
65
歳

以
上
（
４
月
１
日
現
在
）
で
、
奇
数
の
年
齢

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
『
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
』

を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
『
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
』
と
は
、
日
常
生

活
に
お
け
る
機
能
低
下
の
有
無
を
確
認
す
る

た
め
の
調
査
で
す
。
調
査
票
に
は
、
身
長
や

体
重
を
記
入
す
る
欄
の
ほ
か
、
裏
面
に
は
通

院
状
況
な
ど
を
記
入
す
る
欄
も
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
で
す
。
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、
６
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
72
）
９
８
６
０

地
域
の
福
祉
を
推
進
す
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を

　

地
域
の
中
で
、
常
に
住
民
の
立
場
に
な
っ

て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
を
行
う
な
ど

の
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
『
民
生
委

員
・
児
童
委
員
』
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
場
合
に
は
行
政
な
ど
と
連
携
し
て
援

助
を
行
う
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、

地
域
の
児
童
や
妊
産
婦
の
生
活
お
よ
び
取
り

巻
く
環
境
の
状
況
を
把
握
し
、
援
助
を
行
う

児
童
委
員
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
、
都
道
府
県
知
事
の
推
薦
後
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
活
動
し
ま
す
。
３
年
間

の
任
期
の
中
で
、『
社
会
奉
仕
の
精
神
』
の

基
本
姿
勢
と
活
動
内
容
の
『
守
秘
義
務
』

を
前
提
に
、
福
祉
相
談
や
地
域
の
見
守
り
活

動
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。

■ 

12
月
に
全
国
で
一
斉
に
改
選
さ
れ
ま
す

　

市
内
で
は
現
在
、
１
０
７
人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
任
期
は
11
月
30
日
（
土
）

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
12
月
１
日
（
日
）
に
は

全
国
で
再
任
を
含
め
た
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、

平
成
28
年
11
月
末
日
ま
で
活
動
す
る
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
各
区
長
を
通
じ
、
現
委
員
の
皆
さ

ん
に
再
任
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
２

不
育
症
治
療
医
療
費
助
成
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
一
般
不
妊
治
療
、
特
定
不
妊
治

療
費
の
助
成
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
不
育
症

治
療
費
の
助
成
を
追
加
し
ま
し
た
。

対
象
者
／
法
律
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
夫
婦

い
ず
れ
か
が
伊
豆
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

対
象
と
な
る
治
療
／

○
一
般
不
妊
治
療
費
お
よ
び
特
定
不
妊
治

　

療
費

○
不
育
症
治
療
費

※
第
1
子
、
第
2
子
を
対
象
と
し
た
国
内
の

　

医
療
機
関
で
行
わ
れ
る
検
査
お
よ
び
薬
物

　

療
法
、
手
術
療
法
な
ど
の
医
療
行
為
に
対

　

す
る
助
成
と
な
り
ま
す
。

※
ご
夫
婦
の
治
療
費
は
合
算
で
き
ま
す
。

助
成
額
／
上
限
10
万
円
（
１
年
度
）

※
通
算
5
年
間
助
成
し
ま
す
。

※
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
平
成
26
年
３
月
31

　

日
（
月
）
ま
で
に
支
払
っ
た
治
療
費
が
対

　

象
で
す
。

※
県
の
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
実
際

　

に
支
払
っ
た
額
か
ら
県
の
補
助
金
を
控
除

　

し
ま
す
。

そ
の
他
／
平
成
26
年
３
月
末
日
ま
で
に
申
請

が
必
要
で
す
。
治
療
費
が
10
万
円
を
超
え
た

場
合
は
、
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

■ 

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
疹
）
予
防
接
種

　

４
月
１
日
（
月
）
に
Ｍ
Ｒ
２
期
（
年
長
児
）

の
予
防
接
種
の
通
知
を
、
対
象
者
に
送
付
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
風
し
ん
が
流
行
の
兆
し

を
見
せ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
早
く
免
疫
を
得

る
た
め
に
も
、
早
め
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

平
成
17
年
5
月
か
ら
の
日
本
脳
炎
予
防
接

種
勧
奨
差
し
控
え
に
よ
り
、
未
接
種
の
お
子

さ
ん
へ
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
た
国
の
通
達
に
よ
り
、
小
学
１
～

４
年
生
、
高
校
３
年
生
へ
個
別
通
知
し
ま
し

た
の
で
、
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者
／

①
平
成
7
年
4
月
2
日
～

　

平
成
19
年
4
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　

１
期
は
20
歳
の
前
々
日
ま
で
、
２
期
は
９

歳
以
上
20
歳
の
前
々
日
ま
で
公
費
負
担
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

②
平
成
19
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

１
期
は
７
歳
６
カ
月
の
前
日
ま
で
、
２
期
は

９
歳
か
ら
13
歳
の
前
々
日
ま
で
公
費
負
担
で
受

け
ら
れ
ま
す
。
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
３
歳

か
ら
に
な
り
ま
す
。

注
意
事
項
／

○
予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
健
康

　

増
進
課
ま
た
は
各
支
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

○
１
期
１
回
目
と
2
回
目
の
接
種
の
間
隔
は
、

　

６
日
～
28
日
あ
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
接

種
間
隔
を
超
え
る
場
合
は
、
健
康
増
進
課
で

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
が
な
い
場
合
、
接
種
費
用
が
自
己
負

　

担
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
①
の
人
で
、
１
期
1
回
目
を
平
成

　

23
年
5
月
19
日
以
前
に
受
け
て
い
る
場
合
、

　

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

児
童
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

５
月
分
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
た
人

は
、
毎
年
６
月
に
所
得
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。
こ
ど
も
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間
／
６
月
３
日
（
月
）
～
６
月
28
日

（
金
）

持
ち
物
／
○
児
童
手
当
現
況
届

○
受
給
者
（
口
座
名
義
人
）
の
健
康
保
険
証

○
平
成
25
年
度
所
得
課
税
証
明
書
（
平
成

　

25
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
の
み
）

○
市
外
に
住
民
登
録
す
る
児
童
が
い
る
場
合

　

は
、
対
象
児
童
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

■ 

児
童
手
当
定
時
払
い
に
つ
い
て

　
６
月
定
時
払
（
２
～
５
月
分
）
は
、
６
月
10

日
（
月
）
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
に
つ
い
て

　

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
こ
ど

も
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

対
象
／
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

受
付
期
間
／
６
月
３
日
（
月
）
～
６
月
28
日

（
金
）

持
ち
物
／
○
印
鑑

○
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
交
付
申
請
書

○
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証

○
平
成
25
年
度
所
得
課
税
証
明
書
（
平
成

　

25
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
の
み
）

※
所
得
課
税
証
明
に
つ
い
て
、
児
童
手
当
現

　

況
届
で
提
出
す
る
人
は
写
し
で
結
構
で
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
者
証
の

更
新
に
つ
い
て

　

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
前
年

所
得
の
課
税
状
況
を
確
認
し
ま
す
。
こ
ど
も

課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
世
帯

も
、
前
年
所
得
の
課
税
状
況
を
確
認
し
ま
す

の
で
、
該
当
と
思
わ
れ
る
世
帯
は
、
同
じ
く

交
付
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
／
〇
世
帯
全
員
の
所
得
税
が
非
課
税

○
20
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養

　

育
す
る
母
（
父
）
子
家
庭
の
母
（
父
）
子

○
両
親
の
い
な
い
20
歳
の
前
日
ま
で
に
あ
る
人

受
付
期
間
／
６
月
３
日
（
月
）
～
６
月
28
日

（
金
）

持
ち
物
／
○
印
鑑

○
母
（
父
）・
子
の
健
康
保
険
証

○
18
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
の
学
生
証
ま
た
は

　

在
学
証
明
書

○
申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
新
規
で
交
付

　

申
請
を
行
う
人
の
み
）

○
平
成
25
年
度
所
得
課
税
証
明
書
（
平
成

　

25
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
の
み
）

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

お
知
ら
せ

医療機関名 電話番号

 伊豆赤十字病院
（伊豆市小立野100）

 西伊豆病院
（西伊豆町仁科138-2）

 国際医療福祉大学熱海病院
（熱海市東海岸町13-1）

 西島病院　※脳ドックのみ
（沼津市大岡2835-7）

☎0558（52）2366

☎0557（81）9176

☎055（922）3087

☎（72）2148

≪委託医療機関一覧≫

 東部メディカル健康管理センター
（函南町仁田楠台777-4）

 リハビリテーション中伊豆温泉病院
（伊豆市上白岩1000）

☎（83）3340

☎055（978）9511

 伊豆保健医療センター
（伊豆の国市田京270-1）

☎（76）6820
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お知らせ
中
伊
豆
社
会
体
育
館
・
中
伊
豆
グ
ラ
ウ
ン

ド
受
け
付
け
業
務
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て

　

７
月
１
日
（
月
）
か
ら
中
伊
豆
社
会
体

育
館
と
中
伊
豆
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
予
約
受
け

付
け
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

予
約
受
け
付
け
方
法
／
こ
れ
ま
で
社
会
教

育
課
で
施
設
予
約
や
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
し
た
が
、
伊
豆
市
体
育
協
会
が
予
約

（
電
話
で
の
仮
予
約
や
問
合
せ
、
抽
選
会
、

本
申
請
な
ど
）
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
抽
選
会
は
、
原
則
毎
月
１
日
の
８
時
30

　

分
か
ら
修
善
寺
体
育
館
内
で
行
い
ま
す
。

鍵
の
貸
し
出
し
方
法
／
こ
れ
ま
で
社
会
教

育
課
で
、
体
育
館
の
鍵
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ナ

イ
タ
ー
の
コ
イ
ン
を
貸
し
出
し
て
い
ま
し

た
が
、
体
育
協
会
職
員
が
施
設
の
開
け
閉

め
や
ナ
イ
タ
ー
照
明
の
点
灯
・
消
灯
を
行

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
鍵
の
貸
し
出
し
・

返
却
は
必
要
な
く
な
り
ま
す
。

予
約
・
申
込
み
／

修
善
寺
体
育
館
☎
（
72
）
５
９
３
５

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

自
社
広
告
を
公
用
車
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？　

　

市
で
は
、
公
用
車
に
自
社
広
告
を
ラ
ッ

ピ
ン
グ
し
て
い
た
だ
け
る
業
者
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

対
象
車
両
／
軽
自
動
車
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
タ

イ
プ

広
告
費
用
／
年
間
17
万
５
千
円

※
ラ
ッ
ピ
ン
グ
設
置
・
撤
去
費
用
は
別
途
、

　

広
告
主
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
財
務
課
☎
（
72
）
１
１
９
２

狩
野
ド
ー
ム
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

　

夏
季
期
間
中
の
狩
野
ド
ー
ム
プ
ー
ル
の

監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
／
７
月
24
日
（
水
）
～
８
月
25
日
（
日
）

９
時
30
分
～
15
時
15
分
（
昼
休
み
45
分
）

時
給
／
９
０
０
円
（
交
通
費
込
み
）

内
容
／
プ
ー
ル
監
視
、
受
け
付
け
、
水
質

水
温
検
査
、
清
掃
な
ど

募
集
人
員
／
２
～
３
人

応
募
資
格
／
市
内
在
住
、
高
校
生
以
上
、

素
行
正
し
く
心
身
と
も
に
健
康
で
左
記
条

件
を
満
た
す
人

採
用
条
件
／
水
泳
に
自
信
が
あ
り
、
救
命

救
急
講
習
を
受
講
で
き
る
、
ま
た
は
同
等

以
上
の
資
格
の
あ
る
人

募
集
期
限
／
７
月
５
日
（
金
）

選
考
方
法
／
書
類
、
面
接

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
選
手
募
集

　

第
14
回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

は
、
11
月
30
日
（
土
）
に
静
岡
市
内
11
区
間

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
伊
豆
市
の
候
補
選
手
と

し
て
練
習
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

練
習
会
場
／

○
全
体
練
習
…
伊
豆
総
合
高
等
学
校

　

月
２
回　

19
時
30
分
～

○
修
善
寺
グ
ラ
ウ
ン
ド
…

　

７
月
中
週
１
回　

19
時
30
分
～　
　
　

○
中
伊
豆
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
…

　

８
月
中
週
１
回　

19
時
30
分
～

○
狩
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
…

　

９
月
中
週
１
回　

19
時
30
分
～

○
土
肥
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
…

　

毎
週
火
・
金
曜
日　

19
時
～

候
補
選
手
説
明
会
／

〇
６
月
17
日
（
月
）
…

　

修
善
寺
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

〇
６
月
18
日
（
火
）
…
土
肥
中
学
校　

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

修
善
寺
南
小
学
校

『
赤
ペ
ン
先
生
』
大
募
集
！！

　

修
善
寺
南
小
学
校
で
は
、
計
算
や
漢
字

の
学
習
の
丸
付
け
を
し
て
く
だ
さ
る
『
赤

ペ
ン
先
生
』
を
募
集
し
ま
す
。
月
に
１
・
２

回
、
１
時
間
30
分
程
度
で
す
。
ご
都
合
の

良
い
と
き
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
に
あ
た
っ
て
は
活
動
の
内

容
上
、
修
善
寺
南
小
学
校
の
保
護
者
以
外

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
合
せ
／
修
善
寺
南
小
学
校

☎
（
72
）
０
１
４
９

市
営
住
宅
入
居
者
随
時
募
集

　

随
時
募
集
は
、
申
し
込
み
順
で
審
査
を
行
い

入
居
を
決
定
し
ま
す
の
で
、
抽
選
は
行
い
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
希
望
団
地
に
複
数
空
き
部
屋
が

あ
る
場
合
は
、
入
居
部
屋
の
抽
選
を
行
い
ま
す
。

募
集
団
地
／

○
修
善
寺
地
区
…
椿
団
地
（
２
戸
）

○
土
肥
地
区
…
土
肥
団
地
（
１
戸
）

○
天
城
湯
ケ
島
地
区
…
南
耕
地
団
地（
２
戸
）

　

新
青
羽
根
団
地
（
２
戸
）

○
中
伊
豆
地
区
…
冷
川
団
地
（
２
戸
）

※
南
耕
地
団
地
は
、
単
身
で
の
申
し
込
み
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

※
新
青
羽
根
団
地
は
、
高
校
生
以
下
の
お
子

　

さ
ん
を
持
つ
世
帯
に
限
り
ま
す
。

家
賃
／
入
居
者
の
合
計
所
得
等
に
よ
り
計
算

し
決
定

応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
60
歳
以

　

上
な
ど
、
単
身
で
も
可
能
な
場
合
あ
り
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
で
あ
る
こ
と

④
市
町
村
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑥
連
帯
保
証
人
が
設
定
で
き
る
こ
と

　
（
滞
納
が
な
い
な
ど
の
基
準
あ
り
）

提
出
書
類
／
次
の
書
類
を
土
地
対
策
課
ま
た

は
土
肥
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
居
申
込
書

②
入
居
者
全
員
の
住
民
票

③
入
居
者
全
員
（
学
生
以
外
）
の
所
得
課

　

税
証
明
（
平
成
24
年
分
）

④
納
税
証
明
書
（
平
成
24
年
度
分
）

入
居
可
能
日
／
申
し
込
み
後
、
手
続
き
が
済

み
次
第
、
入
居
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
４

シ
イ
タ
ケ
種
菌
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度

　

福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射

性
物
質
汚
染
被
害
に
よ
り
、
出
荷
自
粛
、
自

主
回
収
、
販
売
価
格
の
下
落
や
風
評
被
害
な

ど
の
影
響
を
受
け
た
原
木
シ
イ
タ
ケ
生
産
者

を
支
援
し
、
伊
豆
市
産
シ
イ
タ
ケ
の
維
持
・

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補
助
金
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

補
助
対
象
／

○
毎
年
１
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
に
シ

　

イ
タ
ケ
種
菌
を
１
万
個
以
上
購
入
し
、
市

　

内
で
原
木
シ
イ
タ
ケ
生
産
を
行
う
『
伊
豆

　

市
椎
茸
組
合
』
の
組
合
員
ま
た
は
市
内
に

　

住
所
を
有
す
る
人

○
種
菌
は
、『
種
駒
』
ま
た
は
『
形
成
菌
』

補
助
金
額
／
種
菌
１
個
に
つ
き
１
円

申
請
方
法
／
９
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
、
申

請
書
、
納
品
明
細
、
領
収
書
の
写
し
ま
た
は

販
売
者
の
販
売
証
明
書
を
、
農
林
水
産
課
ま

た
は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
１
年
度
１
回
に
限
り
ま
す
。

※
申
請
書
は
農
林
水
産
課
、各
支
所
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

『
鳥
獣
被
害
対
策
の
手
引
き
』
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め
に
鳥
獣

の
生
態
や
、
防
護
柵
の
設
置
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
た
『
鳥
獣
被
害
対
策
の
手
引
き
』
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

既
に
部
農
会
長
を
通
じ
て
各
農
家
の
皆
さ

ん
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
が
、
農
林
水
産
課

ま
た
は
各
支
所
窓
口
で
も
配
布
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

伊
豆
市
文
化
協
会
郷
土
芸
能
記
録
集

第
1
集
『
鳥
刺
し
』
が
完
成
！！

　

伊
豆
市
文
化
協
会
で
は
、
各
地
区
に
残
る

郷
土
の
貴
重
な
芸
能
な
ど
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録

し
ま
す
。

　

第
１
集
と
し
て
、
曽
我
兄
弟
の
あ
だ
討
ち

を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
演
じ
た
中
原
戸
地
区
の
『
鳥

刺
し
』
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
修
善
寺
図
書

館
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
図

書
館
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
希
望
者
に

は
販
売
も
可
能
で
す
。

　

今
後
も
第
２
集
、
第
３
集
と
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
残
し
た
い
郷
土
芸
能
な
ど
の
案

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

水
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

６
月
１
日
（
土
）
か
ら
６
月
７
日
（
金
）

ま
で
の
間
、『
第
55
回
水
道
週
間
』
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
今
年

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
復
興
の 

未
来
と
生
命
（
い

の
ち
）
照
ら
す
水
』
で
す
。

　

水
道
週
間
は
、
水
道
の
重
要
性
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
安
全
、
安
心
か
つ
安
定
的
に

供
給
で
き
る
水
道
の
整
備
や
、
災
害
に
強
い

施
設
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
中
、
水
道
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
今
後
の
水
道
の
維
持
、
発

展
に
資
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

問
合
せ
／
上
下
水
道
課
☎
（
83
）
３
９
０
０

浄
化
槽
法
定
手
数
料
改
定
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
浄
化
槽
法
第
11

条
の
定
期
検
査
手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
内
容
／

○
10
人
槽
以
下
の
区
分
を
新
設
し
、
手
数
料

　

を
６
千
円
と
し
ま
す
。

○
口
座
振
替
で
納
付
す
る
場
合
は
、
人
槽
に

　

か
か
わ
ら
ず
、
各
区
分
の
手
数
料
か
ら
一

　

律
５
０
０
円
を
引
き
下
げ
た
額
と
し
ま
す
。

問
合
せ
／
上
下
水
道
課
☎
（
83
）
３
９
０
１

ク
ー
ル
ビ
ズ
で
快
適
な
夏
を

　

市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
地
球
温
暖
化

対
策
の
一
環
と
し
て
、
冷
房
時
の
室
温
が
28

℃
で
も
快
適
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
『
ク
ー

ル
ビ
ズ
』
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　

今
夏
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
地
球
温
暖

化
防
止
お
よ
び
節
電
へ
の
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
る
た
め
、
５
月
７
日
（
火
）
か
ら
10
月

31
日
（
木
）
ま
で
を
期
間
と
し
て
『
ク
ー
ル

ビ
ズ
』
を
推
進
し
ま
す
。
期
間
中
、
市
職

員
は
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
、
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
な
ど
の
軽
装
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も

『
ク
ー
ル
ビ
ズ
』
の
推
進
と
節
電
に
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
ご
注
意
を

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
／
工
場
の
煙
や

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
窒

素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
が
、
大
気
中
で
太
陽
の

紫
外
線
を
受
け
、
光
化
学
反
応
を
起
こ
す
こ
と

に
よ
って
発
生
す
る
有
害
物
質
の
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
と
き
に
発
生
す
る
？
／
日
差
し
が
強

く
、
気
温
が
高
く
、
風
の
弱
い
日
の
日
中
に

発
生
し
や
す
く
な
り
、
毎
年
５
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
、
一
定
濃
度
を
超
え
る
と
、
光
化

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
？
／
屋
外
で
の
激

し
い
運
動
は
避
け
、
屋
内
で
休
み
ま
し
ょ
う
。

屋
内
で
も
、
な
る
べ
く
窓
や
カ
ー
テ
ン
を
閉
め

て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
症
状
に
注
意
！
／

○
目
が
痛
い
・
チ
カ
チ
カ
す
る
、
涙
が
出
る 

○
の
ど
が
痛
い
、
せ
き
が
出
る
、
息
苦
し
い 

○
吐
き
気
が
す
る
、
頭
痛　

な
ど 

症
状
が
出
た
と
き
は
？
／
目
を
洗
っ
た
り
、

う
が
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。
症
状
が
回
復
し

な
い
と
き
は
、
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

愛
犬
の
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
後
91
日
以
上
の

犬
は
、
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
受
け
て
い
な

い
場
合
は
、
お
近
く
の
動
物
病
院
で
早
め
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
愛
犬
が
未
登
録
の
と
き
や
、
所
在

地
や
所
有
者
な
ど
の
登
録
内
容
を
変
更
す
る

と
き
、
愛
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
環
境
衛

生
課
ま
た
は
各
支
所
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
愛
犬
を
新
規
に
登
録
す
る
と
き
は
、

手
数
料
と
し
て
３
千
円
が
必
要
で
す
。
変
更
・

死
亡
の
届
け
出
に
は
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

募

　
　集
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お知らせ
『
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
』
調
査
員
募
集

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
と
は
／
平
成
25
年

10
月
１
日
を
基
準
日
に
、
全
国
の
住
宅
と
土

地
な
ど
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
現
状
と
推

移
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

調
査
員
の
仕
事
／
担
当
地
域
内
の
各
世
帯

訪
問
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
、
回
収
後
の

調
査
票
整
理
・
市
への
提
出

応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
20
歳
以
上
で
、
税

務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人

報
酬
／
活
動
に
応
じ
て
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

募
集
期
限
／
７
月
31
日
（
水
）

■ 

登
録
調
査
員
募
集

　

各
種
統
計
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

登
録
調
査
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

全
身
の
筋
肉
を
使
い
な
が
ら
歩
く
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
心
拍
数
が
増

え
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

ポ
ー
ル
で
体
重
の
一
部
を
支
え
る
の
で
、

足
や
ひ
ざ
へ
の
負
担
も
軽
く
、
初
心
者
で

も
気
軽
に
で
き
る
運
動
で
す
。

と
き
／
７
月
６
日
（
土
）

受
け
付
け
８
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
狩
野
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

集
合
場
所
…
狩
野
川
記
念
公
園

参
加
費
／
無
料
※
ポ
ー
ル
は
貸
し
出
し
ま
す
。

定
員
／
先
着
30
人

申
込
み
／
７
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
、
社

会
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

伊
豆
市
結
婚
相
談
の
会

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

　

出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
！！
気
軽
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
６
月
29
日
（
土
）
11
時
～

と
こ
ろ
／
ホ
テ
ル
ワ
イ
ナ
リ
ー
ヒ
ル

会
費
／
男
性
３
千
円　

女
性
２
千
円

参
加
資
格
／
い
ず
れ
も
20
歳
以
上
の
人　

○
男
性
…
会
員
ま
た
は
市
内
在
住
の
人

○
女
性
…
会
員
ま
た
は
会
に
興
味
を
持
っ

　

て
く
だ
さ
る
人

応
募
期
限
／
６
月
14
日
（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
に
な
り
ま
す
。

■ 

登
録
・
相
談
無
料
！！
ま
ず
は
会
員
登
録
を

登
録
で
き
る
人
／
い
ず
れ
も
20
歳
以
上
の
人

○
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
独
身
者

○
市
外
在
住
で
も
結
婚
後
、
伊
豆
市
に
定
住

　

す
る
意
志
の
あ
る
独
身
者

登
録
に
必
要
な
も
の
／
写
真
２
枚
（
パ
ス

ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
、
サ
ー
ビ
ス
判
の
ス
ナ
ッ

プ
各
１
枚
）、
身
分
証
明
書
（
免
許
証
な
ど

顔
写
真
付
き
の
も
の
）、
保
険
証

手
続
き
で
き
る
人
／
本
人
ま
た
は
親
族

相
談
日
／

○
奇
数
月
…
原
則
第
２
土
曜
日
13
時
～
15
時

○
偶
数
月
…
原
則
第
２
金
曜
日
18
時
～
20
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

花
づ
く
り
教
室

　

コ
ス
モ
ス
を
種
か
ら
育
て
始
め
、
種
ま

き
、
ポ
ッ
ト
上
げ
を
２
回
の
教
室
で
学
び

ま
す
。
一
人
あ
た
り
１
０
０
～
２
０
０
株

に
な
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
花
づ
く
り
教
室
を
き
っ
か
け
に
、

種
か
ら
花
を
育
て
る
楽
し
さ
を
知
り
、
地

域
で
の
花
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
く
だ
さ

い
。
多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
勤
務
の
人

と
き
／
全
２
回
の
参
加
が
必
要
で
す
。

①
６
月
26
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時

②
８
月
７
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時 

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／
堀
江 

正
二
さ
ん
（
堀
江
園
芸
）

参
加
費
／
１
５
０
０
円

持
ち
物
／
ゴ
ム
手
袋

定
員
／
先
着
20
人

申
込
み
／
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
農

林
水
産
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長
に
よ
る

講
演
会
（
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要
）

　

市
と
三
島
信
用
金
庫
で
は
、
が
ん
検
診

の
普
及
啓
発
・
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
協
働
で
推
進
す
る
協
定
を
２
月

に
締
結
し
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
山
口
総
長
を
招
き
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
死
亡
原
因
第
1
位
は
が
ん
で
す
。

７
月
か
ら
始
ま
る
市
の
が
ん
検
診
も
含
め
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
検
診
で
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
る
よ
う
、
講
演
会
へ

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
６
月
29
日
（
土
）
14
時
～
16
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

演
題
／
『
が
ん
の
時
代
を
生
き
る
た
め
に
』

講
師
／
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー　

　

総
長　

山
口 

建 

先
生

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
ず
５
月
号
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
静
岡
県
知
事
選
挙
に
関
す
る
記
事
で
、

『《
転
入
な
ど
に
よ
る
投
票
所
一
覧
》』
の
表

中
『
転
入
届
出
日
』
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
深
く
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
次
の
と

お
り
訂
正
し
ま
す
。

問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
（
72
）
９
８
６
９

農
業
を
や
っ
て
み
た
い
の
で
す
が
、
農

地
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
農
地
を
借
り

る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

市
で
は
、
市
内
６
カ
所
に
市
民
を
対
象

と
し
た
農
園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
農
園
は
、１
区
画
あ
た
り
の
面
積
は

40
㎡
程
度
で
、年
間
利
用
料
を
支
払
う
こ

と
で
、気
軽
に
農
業
を
始
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。農
園
に
は
、管
理
人
が
常
駐
し
て
い

る
施
設
も
あ
り
ま
す
。営
業
時
間
内
で
あ

れ
ば
い
つ
で
も
営
農
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、利
用
者
か
ら
大
変
好
評
で
す
。

　

農
業
に
興
味
の
あ
る
人
、
こ
れ
か
ら
始

め
た
い
人
は
、
農
林
水
産
課
ま
で
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
農
園
一
覧
／

〇
平
野
農
園
（
土
肥
６
７
３
︲
１
）

〇
屋
形
農
園
（
土
肥
２
６
６
６
︲
３
）

〇
八
木
沢
農
園
（
八
木
沢
７
６
０
︲
２
）

〇
柏
久
保
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園

　
　
（
柏
久
保
１
４
０
７
）

〇
古
川
ふ
る
さ
と
農
園

　
　
（
柏
久
保
６
９
３
︲
１
）

〇
中
伊
豆
体
験
農
園
（
下
白
岩
１
１
６
０
）

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
２

郷
土
資
料
館
だ
よ
り 

③

修
禅
寺
ゆ
か
り
の
宝
物
展
示
パ
ー
ト
Ⅱ

　

今
回
は
、
修
禅
寺
に
伝
わ
る
絵
画
資

料
の
中
か
ら
、
狩
野
常
信
筆
と
し
て
伝

わ
る
十
幅
対
の
水
墨
画
を
一
堂
に
公
開

し
ま
す
。
併
せ
て
古
文
書
資
料
か
ら
は
、

『
静
岡
県
史
』
掲
出
の
修
禅
寺
文
書

『
北
条
家
朱
印
状
』
５
点
を
一
巻
に
ま

と
め
た
資
料
も
展
示
し
ま
す
。

☆
今
月
の
こ
の
一
点
！

水
墨
画
『
花
鳥
山
水
人
物
図
』
伝
狩
野

常
信
筆　

十
幅
対　

修
禅
寺
蔵

　

狩
野
常
信
筆
と
伝
え
る
こ
の
作
品
は
、

も
と
は
六
曲
一
双
の
屏
風
絵
だ
っ
た
も

の
で
、
保
存
状
態
の
悪
化
か
ら
12
枚
の

屏
風
絵
の
う
ち
２
枚
が
修
復
で
き
ず
、

残
り
の
10
枚
を
軸
表
装
に
改
装
し
、
十

幅
仕
立
て
と
し
た
も
の
で
す
。
各
図
の

画
題
は
、
花
鳥
画
（
４
点
）
、
山
水
画

（
３
点
）
、
人
物
画
（
３
点
）
で
、
各

幅
そ
れ
ぞ
れ
に
常
信
の
落
款
と
印
章
が

見
ら
れ
ま
す
。
常
信
（
１
６
３
６
～

１
７
１
３
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
画

家
で
、
父
尚
信
の
跡
を
継
い
で
木
挽
町

狩
野
家
の
二
代
目
と
な
り
、
剃
髪
し
て

養
朴
と
号
し
、
法
印
に
叙
せ
ら
れ
ま
し

た
。
伯
父
探
幽
の
薫
陶
を
受
け
、
狩
野

家
の
伝
統
の
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
を
集
大

成
し
ま
し
た
。

展
示
期
間
／
５
月
31
日
（
金
）
～
７
月
30
日

（
火
）
9
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、

小
中
高
生
１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／

修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎
（
72
）
１
９
３
４

☆
県
内
小
学
生
無
料
！

　

静
岡
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

当
館
は
今
年
度
か
ら
『
キ
ッ
ズ
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
し
ず
お
か
』
の
参
加

館
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
県
内
の
小
学
生
約
21
万
人
に
対
し

て
無
料
入
館
で
き
る
パ
ス
ポ
ー
ト
を
配

布
し
、
博
物
館
施
設
を
利

用
し
て
本
物
に
触
れ
な
が

ら
、
地
域
の
芸
術
、
文
化
、

歴
史
を
自
然
に
身
に
付
け

る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
を
対
象
に

展
示
品
を
見
な
が
ら
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
ク
イ
ズ
も
実
施
中
で
す
！
こ

の
機
会
に
家
族
で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　今月の表紙は、『日本の棚
田百選』のひとつ長野地区に
ある『荒原（あれはら）の棚
田』での田植え風景です。
　この棚田の形状は、先人た
ちの『知恵』と『努力』によ
り、地形を生かして作り上げ
られました。これからもずっ
と守っていかなくてはならな
いもの。そう思わせる自然豊
かな風景でした。

今月の表紙
編
集
後
記

　
先
月
号
（
5
月
号
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
コ
ー
ナ
ー
『
市し
ぜ
ん
は
っ
け
ん

然
発
見
！
』。
こ
れ
は
、

巨
樹
・
巨
木
や
ジ
オ
サ
イ
ト
な
ど
市
内
の

豊
か
な
自
然
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
広
報
担
当
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
自

然
の
風
景
な
ど
を
撮
影
す
る
機
会
も
多

く
あ
り
、
自
然
が
織
り
な
す
造
形
や
、
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
い
つ
も
感
動
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
市
内
の
隠
れ
た
魅
力

を
探
し
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　  

広
報
担
当
　
木
口
・
山
田

ＱA

▲芦雁図▲楼閣図

《訂正個所》
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

集え！集え！集え！

伊豆市の人口
※（　）内は前月比

アスリートアスリートアスリート

鈴木 七実ち
ゃん

　　 すずき    ななみ
　　
　

（本立野）

堀江 舞ちゃん

　

　    ほりえ   まい　　　

（矢熊）

橋村 海音ちゃん

　   はしむら  かのん　　
　

（修善寺）

山口 陽ちゃん

　     やまぐち  よう　　　

（下白岩）

坂本 帆鞠ち
ゃん

　  さかもと   ほまり
　　
　

（大野）

河西 悠希ちゃ
ん

　   かわにし  はるき　
　　

（牧之郷）

三宅 颯太ちゃん

　　 みやけ   そうた　　
　

（熊坂）

山口 凛ちゃん

　

     やまぐち  りん　　　

（修善寺）

瀬島 佳音ちゃ
ん

　　 せじま    かのん　　
　

（大沢）

関 波琉ちゃん

　
　

  せき     はる　　　

（雲金）

▲団員募集中！「一緒に野球をやろう！！」

修善寺東少年野球クラブ
ぼくたち修善寺東少年野球クラブは、毎週土・日曜

日と祝日に練習や試合をしています。
人数は、３年生～６年生の16人と少な

いですが、厳しい練習も声を掛け合い、
県大会を目指してみんなで頑張ってい
ます。また、バーベキューやうどん会な
ど楽しいイベントもたくさんあります。

平成25年
5月1日現在 ●男 16,１50人 （－31）●女 17,653人 （－21）　●計 ３３，８03人（－52）　●世帯数 13,４52世帯（+7）

キャプテン　土屋 勁太
（修善寺東小6年）

つちや けいた

2013 . 6 20



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★そのほか、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2013／H25
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

  1 　　　  2　 3 4 5 6

     7 8 9 10 11 12 13

   14   　　15          16           17          18           19          20

   21          22          23           24          25　　    26          27

   28          29          30           31

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●2歳・2.6歳児健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●1.6歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

　　　

●ノルディックウォーキング
教室（狩野川記念公園）

●健康相談（乳幼児）
（土肥保健センター)●修善寺図書館休館

海の日

●修善寺図書館開館
●健康相談（乳幼児）
（中伊豆ふれあいプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●朝イチ！ウォーキング
修善寺コース：生きいきプラザスタート　
土肥コース：松原公園スタート　

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談（乳幼児・おとな）
（生きいきプラザ）

●朝イチ！ウォーキング
修善寺コース：生きいきプラザスタート　
土肥コース：松原公園スタート　

月7

●市県民税第1期 、介護保険料第2期……………………… 1日
●国民健康保険税第1期、固定資産税第2期  …………… 31日
●上下水道料金（天城・中伊豆・土肥）   ……………… 25日
●土肥地区温泉料金………………………………………… 25日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…土・日・祝日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 2、9、16、23日（火）

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日



　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『修善寺子育て支援センター』と『すいすい』は、９時～１５時

図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき・ところ／
18日（木）9時40分～11時40分　生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
土肥支所☎（98）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111
中伊豆支所☎（83）1111

人権相談
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／9日（火）9時～12時　
ところ／生きいきプラザ、天城湯ケ島支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／9日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／22日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
サポートセンターゆめワーク☎（75）5600
伊豆医療福祉センター☎055（949）1418

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／13日（土）13時～15時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）、各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

※緊急の場合は１１９

7月
休日当番医

 7日 伊豆慶友病院（月ケ瀬）☎（85）1701 
 14日 修善寺クリニック（柏久保）☎（72）7272 
 15日 あおきクリニック（伊豆の国市吉田）☎（75）0303 
 21日 ＪＡ静岡厚生連リハビリテーション中伊豆温泉病院
　　　　　　　　　　　　　　  （上白岩）☎（83）3333 
 28日 青山内科クリニック（加殿）☎（74）2111

 園庭開放 　　実施日
 修善寺東保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのびくらぶ（湯ケ島幼稚園子育て支援センター） 毎週月～金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
ちびっこサロン（中伊豆保健センター） 毎週月・火曜日
ちびっこサロンわらぼ（原保保育園） 毎週水・木・金曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 毎週月・金曜日

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　14日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  3日・17日(水)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　13日・27日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　11日・25日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　20日(土)10時30分～11時
★うりぼうおはなしかい(天城)0歳～3歳
　 11日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　13日・27日(土)10時30分～11時

7

修善寺子育て支援センター（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
子育て支援センター『すいすい』（認定こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

1日　海開き式／土肥海水浴場
6～7日　天王祭／土肥・諏訪神社周辺
15日　5時間耐久チームサイクルロードレース大会
　　　　　　／修善寺サイクルスポーツセンター
15日　修善寺・頼家祭り／修善寺温泉街
21日　修褝寺弘法市／修禅寺境内
20日～8月31日　水恋鳥広場水遊び／天城・水恋鳥広場
27日～31日　ナイトウォーキング／土肥
２７日～8月25日　虹の郷虹彩流（こうさいりゅう）
　　　　　　　　　忍者学校巳之巻（へびのまき）
　　　　　　　　　　／修善寺・虹の郷
下旬　とうもろこし狩り体験／中伊豆体験農園
【花の見ごろ】
上旬～下旬　ハマボウハイビスカス
　　　　　　／土肥・丸山スポーツ公園
　　　　　
　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日　海開き式／土肥海水浴場
6～7日　天王祭／土肥・諏訪神社周辺
15日　5時間耐久チームサイクルロードレース大会
　　　　　　／修善寺サイクルスポーツセンター
15日　修善寺・頼家祭り／修善寺温泉街
21日　修褝寺弘法市／修禅寺境内
20日～8月31日　水恋鳥広場水遊び／天城・水恋鳥広場
27日～31日　ナイトウォーキング／土肥
２７日～8月25日　虹の郷虹彩流（こうさいりゅう）
　　　　　　　　　忍者学校巳之巻（へびのまき）
　　　　　　　　　　／修善寺・虹の郷
下旬　とうもろこし狩り体験／中伊豆体験農園
【花の見ごろ】
上旬～下旬　ハマボウハイビスカス
　　　　　　／土肥・丸山スポーツ公園
　　　　　
　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日　海開き式／土肥海水浴場
6～7日　天王祭／土肥・諏訪神社周辺
15日　5時間耐久チームサイクルロードレース大会
　　　　　　／修善寺サイクルスポーツセンター
15日　修善寺・頼家祭り／修善寺温泉街
21日　修褝寺弘法市／修禅寺境内
20日～8月31日　水恋鳥広場水遊び／天城・水恋鳥広場
27日～31日　ナイトウォーキング／土肥
２７日～8月25日　虹の郷虹彩流（こうさいりゅう）
　　　　　　　　　忍者学校巳之巻（へびのまき）
　　　　　　　　　　／修善寺・虹の郷
下旬　とうもろこし狩り体験／中伊豆体験農園
【花の見ごろ】
上旬～下旬　ハマボウハイビスカス
　　　　　　／土肥・丸山スポーツ公園
　　　　　
　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883



みんなの掲示板みんなの掲示板

❖平成25年度看護学校等進路説
明・相談会開催（無料）

　ふるさとの味、かあさんの味の詰め合わせで
す。大切な人への贈り物としてぜひご利用くだ
さい。
料金／3,100円（クール便）
送料／全国一律735円
数量／先着限定200個
内容／①わさび味噌②わさび漬け③らっきょう
漬け④きざみ梅⑤椎茸スライス⑥梅シロップ⑦
天城の水⑧ところてん⑨洋菓子　　　　
支払い方法／郵便振り込み
受付期間／
６月１５日（土）～６月１８日（火）9時～16時
発送日／7月12日（金）
申込み・問合せ／
竹の子かあさんの店☎（87）1313
※詳細は受け付け後、別途ご案内します。

❖『竹の子かあさん夏の贈り物』
充実の9品、受付開始！！

採用人数／若干名
年齢要件など／昭和60年４月２日以降生まれで
短大卒業以上の（平成26年３月末の卒業見込み
を含む）健康な人
受験資格／日本国籍を有し、地方公務員法第16
条の欠格条項に該当しない人
申込期限／６月17日（月）
申込方法／田方消防本部総務課へ書類提出
８時30分～17時（土・日曜日を除く）
試験日／○1次試験：７月28日（日）９時～
○２次試験：８月中旬～下旬に実施予定
試験場所／田方消防本部
（伊豆の国市白山堂327-1）
その他／申込書は田方消防本部総務課、各消防署
にあります。
問合せ／田方消防本部総務課☎（76）5590

❖平成26年4月１日採用
田方地区消防組合消防官募集

　プールで心身とも健康になり、お友達をたく
さん作ってみませんか？体験もできますので、気
軽にお越しください。
対象／3歳以上のお子さん
クラス紹介／おもちゃやボール、大きなビート板
で遊びながら水に慣れさせます。顔つけ、水に
浮くこと、けのびなどを練習します。
○火曜日～金曜日：15時～、16時～
○土曜日：10時～、13時～
料金／入会金1,000円、月額3,000円（1教室）
※お得な特別会員もあります。
申込み／随時募集しています。印鑑を持参し、
プール受け付けにある申込用紙に必要事項を
記入の上、お申し込みください。電話での予約
も受け付けていますので、気軽にお問い合わせ
ください。
申込み・問合せ／天城温水プール☎（85）2610
中伊豆室内温水プール☎（75）7575

❖中伊豆室内温水プール・天城温
水プール新入会募集中！

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使用した心肺
蘇生法、止血法などの講習を行います。
とき／７月１３日（土）９時～１３時
ところ／田方消防本部３階研修室
（伊豆の国市白山堂３２７－１）
対象／伊豆市、伊豆の国市、函南町の在住者ま
たは在勤者
募集人数／先着５０人
参加費／無料
申込期間／６月８日（土）～７月６日（土）
申込方法／各消防署・所にて、申込手続きを行っ
てください。
その他／なお、状況により実施日を変更・延期す
る場合があります。
問合せ／田方中消防署☎（７６）０１１９
田方北消防署☎０５５（９７８）０１１９
田方南消防署☎（７４）０１１９
田方南消防署 西出張所☎（９８）０１１９

❖普通救命講習Ⅱを開催します

　当院では、医療や健康に関心がある人を対象
とした市民公開講座を定期的に開催しています。
とき／6月29日（土）13時30分～15時30分
（受け付け：13時～）
ところ／韮山文化センター韮山時代劇場大ホー
ル（伊豆の国市四日町772）
テーマ／『糖尿病・メタボリックシンドロームとがん』
参加方法／申し込み不要、参加費無料
※どなたでも自由に参加できます。当日、直接会
場　までお越しください。
定員／先着350人
その他／○駐車場に限りがありますので、公共
　交通機関を利用してお越しください。
○手話通訳に関しては、事前にお問い合わせく         
　ださい。
問合せ／順天堂大学医学部附属静岡病院がん治療
センター事務局
☎055（948）3111  FAX055（946）0858

とき／6月15日（土）13時～16時
ところ／日本大学三島駅北口校舎
対象／現高等学校在学生、看護師資格取得を考
えている学生・社会人
内容／○静岡県内看護学校による個別説明、相
談○看護の仕事や学校生活についての相談
○静岡県の担当者による奨学金についての相談
参加者／300人程度
その他／申し込み不要です。直接会場にお越し
ください。
問合せ／静岡県ナースセンター☎054（202）1761
※詳細については、お問い合わせください。

❖順天堂大学医学部附属静岡病院
市民公開講座

❖平成25年度高次脳機能障害者
の家族のための講座
　『高次脳機能障害』とは、事故や病気などで脳
が損傷されて、脳の精密な情報処理（高次脳機
能）がうまくいかなくなった状態のことをいい
ます。
　思いもよらぬ事故や病気に遭遇して不安なこ
とや困りごとを抱えていませんか？
　この講座では、ご家族が『高次脳機能障害』に
ついて学び、悩みを語り合い、交流することを目
的としています。ぜひご参加ください。
とき／奇数月第2火曜日、13時30分～16時
ところ／静岡県東部総合庁舎
対象／高次脳機能障害がある人のご家族
※詳細はお問い合わせください。
申込み・問合せ／静岡県東部健康福祉センター
福祉課☎055（920）2087

❖富士山の夏期マイカー規制

　富士山の自然保護と渋滞のない安全で快適な
登山を目的にマイカー規制を実施します。
　規制期間中はマイカーの通行ができません。
有料の乗り換え駐車場（駐車料金は１台あたり
1,000円）を利用し、有料のシャトルバス・タクシ
ーにお乗り換えください。
富士宮口（富士山スカイライン登山区間）／
○7月12日（金）17時～9月1日（日）17時
　連続52日間
須走口（ふじあざみライン）／37日間
○7月12日（金）17時～7月15日（月・祝）17時
○7月19日（金）17時～7月21日（日）17時
○7月26日（金）17時～7月28日（日）17時
○8月2日（金）17時～8月25日（日）17時
○8月30日（金）17時～9月1日（日）17時
問合せ／静岡県道路企画課☎054(221)3359
HP／http://www.pref.shizuoka.jp/kenset
su/ke-210/fujisan/



❖狩猟免許試験の予備講習会を
実施します（主催（社）静岡県猟友会）

　『いじめ』や体罰、不登校や親による虐待など
に困っていたら、お電話ください。
期間／6月24日（月）～6月30日(日)
8時30分～19時
※土・日曜日は10時～17時まで
主催／静岡地方法務局、静岡県人権擁護委員連
合会
問合せ／フリーダイヤル☎０１２０（００７）１１０

❖シ

とき／6月19日（水）9時20分～11時30分
ところ／静岡県立沼津特別支援学校
（沼津市大塚823-1）
対象者／就学前児の保護者および関係者
内容／学校・学部の紹介、授業参観、全体会（質
疑応答、アンケート記入）
申込み／6月10日（月）までに電話にて申し込み
問合せ／静岡県立沼津特別支援学校地域支援課
清水☎055（966）0980　

とき／８月25日（日）９時～ 16時ごろ
ところ／静岡県東部総合庁舎（沼津市高島本町 1-3）
試験内容／知識試験、適性検査、技能試験
免許の種類／網猟、わな猟、第１種銃猟、第２
種銃猟の４種類
申込期間／６月24日（月）～７月26日（金）
申込手数料／ 5,200 円（法律により一部免除
される場合は3,900 円）
申込み・問合せ／県東部農林事務所森林整備
課☎055(920)2169

❖全国一斉『子どもの人権110番』
強化週間～ひとりで悩まず、電話してください～

❖平成25年度
『元気づくり講座』受講生募集！

❖不動産取得税の納付を
お忘れなく！

❖静岡県立沼津特別支援学校
就学前児保護者対象学校見学会

❖狩猟免許試験を実施します

　伊豆保健医療センターでは、『元気づくり講
座』の受講生を募集しています。
ところ／伊豆保健医療センター健康教育室
内容／今年度は、『原因を知って、痛みを緩和』
をテーマに6回の講座を開催します。
対象者／伊豆市、伊豆の国市、函南町の住民
受講料／無料
その他／詳細については、お問い合わせください。
申込み・問合せ／伊豆保健医療センター栄養科
☎（76）5811

　平成２４年中に新増築された家屋（県が直接
調査課税したものは除く）について、６月に所有
者に課税されます。７月１日（月）が納期限となり
ますので、納期限内の納付をお願いします。
問合せ／静岡県沼津財務事務所直税第２課　 
☎055(920)2033

とき／７月15日（月・祝）９時50分～16時
ところ／静岡労政会館ホール６階
（静岡市葵区黒金町5-1）
講習内容／法令講義、鳥獣の知識と判別、網わ
なの知識と実技、模擬銃による点検・分解、操作
申込期限／６月28日（金）
受講費／7,000円（テキスト、弁当代など含む）
申込み／田方猟友会事務局☎055(924)7706
問合せ／静岡県猟友会事務局☎054(253)6427

とき／6月30日（日）受け付け：13時30分～
講演：14時～16時
ところ／サンウェルぬまづ多目的ホール
講師／静岡大学教育学部准教授　香野 毅先生
参加費／1,000円（資料代含む）
定員／100人
申込み／6月21日（金）までに電話またはFAX
問合せ／NPO法人臨床心理オフィスBeサポート
☎・FAX055（925）1701

　『野球部の君！！夏に向けて壊れない体を作ろ
う！！』と題して、ストレッチ、トレーニング方法や
投球時の痛みを予防するための鍼灸（しんきゅ
う）治療を紹介します。
とき／6月9日（日）10時～12時
（受け付け：9時30分）
※当日、韮山駅より9時20分・40分出発の送迎バ
　スが出ます。
問合せ／専門学校白寿医療学院
☎055（947）5311

❖講演会『発達に偏りのある子ども
が生活しやすくなるために』開催

❖税理士による無料税務相談の
開設

❖専門学校白寿医療学院
春の公開講座（参加無料・申し込み不要）

　税理士による無料税務相談を開設します。税
務に関することなら何でも気軽にご相談くださ
い。予約制となりますので、事前にお申し込みく
ださい。
とき／6月12日・19日（水）13時～15時
ところ／東海税理士会三島支部税務指導所
（三島市大宮町3-20-21）
その他／相談日は、お問い合わせください。
申込み・問合せ／東海税理士会三島支部
☎055（972）1668

【伊豆の国市】
❖第78回源氏あやめ祭
とき／7月5日（金）～7日（日）
※時間はイベントにより異なります。
ところ／伊豆長岡温泉街
内容／○あやめ御前供養祭（あやめ御前広場）
6日11時～11時30分○踊り道中（古奈温泉街）
6・7日各日とも19時～21時○花火打ち上げ6・7
日各日とも20時から15分程度　など
※詳細は直接お問い合わせください。
問合せ／伊豆の国市観光協会
☎055（948）0304

【函南町】
❖函南町制施行50周年記念事業　
『函南フラフェスタ』
　今年も夏の風物詩『函南フラフェスタ』を開催し
ます。入場無料、申し込み不要です。
とき／６月９日（日）13時～15時（開場:12時30分）
ところ／函南町中央公民館　大ホール
出演／函南町文化協会加盟フラダンス８団体他
主催／函南町文化協会
問合せ／『函南フラフェスタ』実行委員長　
杉山むつみ☎080（2642）0136

【三島市】
❖三島ホタルまつり
　ホタルの幻想的な光と水辺がかもし出す雰囲
気を楽しみにぜひ、お出掛けください。　
とき／６月８日（土）１３時～２０時３０分（小雨決行）
ところ／源兵衛川周辺および楽寿園
内容／フリーマーケット、模擬店、音楽演奏、ホタ
ルの展示放螢、大抽選会など。
問合せ／三島市商工観光課☎０５５（９８３）２６５６
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